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川88年 10月初出 こ当f車二納 入され使11-位 開始 した

l与Sl)10()0ぼ,我か｢和二は′帰 こい √T''/lコ波 ･tくド 幅射

里共作て裾 ).加混原乱 機構,従 -･,て適応か Rt:'電

界塾とは輿なるためチ本装置を紹介 した. また,轟巣鷹

に土･吊 ノ]別冊 顔経験 ,1例(,:提 示 し上.
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平日射針 に対し,tくr/加混 り2､し'.LLlこ1tl.′1-lLtl. lTL･1し1

/,Il帖 各l卜3珊申子.行い.終 日的 (･こ陣場 休 恥 ')射 t∴

病理観繊学的変化 摘3℃加温群 ) を反 対側厳癌 を用 いた

額処置群 持0例),sham受験 群 (3旦例 ) を対 照 と して

校訂し!∴ 結果:1.瞳噛体積 LJl変 化. 倍増 Il､tf問 い持味処

lLly,I.i洋5.5[1.shこull雫験群7∴三LJ.;lコtl加混 肝 (q.(‖ ).

rlニrlLl群16.LqrLL･1･1℃群18.-日圧 .:I:._'l-Ll加温 群 は 毒申鞘 n':.

.㌧叫;耕二差がたし､LT)Eこ対し.L･u℃.4･-1t'加温 群て ∴掴 JF.I

と鮎明らかな増殖抑制効果をみ た.2.病理 組織 学 的 変

lL.加配後L‖lトr∴よ陣場細胞 LT)変性 を, 1'日日て LL令

俸的に凝固健死を認めるも,血管 の近 接 部 では変 性 殿軽

度な細胞鮎みられた⇒3日閑には広範 な壊 死 がみ られた

か. /1日【1頃には辺線部しい)旺喝 Lflllき二増 殖 を認 れ 1週

間後には腰癌は活発な増殖を示した. 山風 塊3℃加温群

22匹中2tlt.,I:けし'加混群二.nt7叫Ji)[隼 雄 酎射 こ.【肉眼 的, 柄

理飢餓学的に消失したJ

51当村iこおける頭到描;癌 ･混熟時法

-日照癌治療の現況-一-
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頭頚部癌 (7例8治療部位)に対 して,二日二放射線.

化学療法との併用および手術前治療として温熱療法 洩F

誘電加温装置)をおこない,その治療方法と結果につい

･て報合 した.対敏は,TJ性6,女性 1例,平均年齢65.9

歳で,新鮮4,再発3例である.加温部位は額部塊,ロ

平均 ti.3回で. 8治療部位 に対する有効加混 い12.{)r

llJ､い 回数は26回 し520(立 平均 f-=[効出力は 19T＼＼㌍ あー､

た.m ､所見 榛医学診断を加味 した治療効果判定ではき

l〕ti:()治療 部位 (75001)て.放射線併FR例で｣用モ線量

で明 らかな腰痛殿縮小が認められた.手術摘出物により

凝血織学的 をこ治療効果が判定できた 2例は,下里の分輝で

1111を示 しし 小.辺縁tl'l l部に陣場桟在が兄∴虹 今後

叫 問題 Llこして域 -言二.FrlH篤な合f榊品 ヱ皆無てあ-･,..,;.∴ そ

の他, 口腔癌に対せる加温方法の主菜をこついて紹介 した.

6) 当科 をこおけ る温熱 療 法 の治療 成 績 とその

問 題 点

吊合
遠藤 ､ ∴ . ･ P. . ≡

＼l･附 ･て いと Iくl/加温装 貯 Ht･:li500し'を1日い,切除ノ再起

消化器癌 や術後 再 発癌 に対 し,温熱療法を施行し その

治療 効 殿 を検討 中 で あ る.

現 在 -:,fて に l亜 三何日 原発性肝癌:目礼 肝癌二日札 附骨

癌 〔7珊 二転 移 1例. 即 揖 ff発 1†札 l田腸･llJJ日.Il卜肝転

移 1例. t桐 射剛 沌 こ移 lt札 直腸癌1†町 に.化学療法

との餅 潤 で温熱療 法 を行 なった.施行回数は2回から舶

回 平均 1L).lr)1日トこ:.̀~i;ド.た.臨昧所見かヱ吊もろし､｣津潤欄1

線 で効 果 が認 め られ た 転のぼ10例中嬉例であった書その

中 には, 他院 で切 除 不能とざれた直腸癌症例があり,6

回の加 温 の後手繭 を施行し切除可能であった.

また, 藩学 内科 にて温熱療法を施行しき著明な感慶の

縮 小 が認 め られ た太腺癌と原発性肝癌症例が1例ずりあ

･'), 切除 可能 で :i/i.'-,た.

痛 み が強 く温度が上げられない症例の加温法が問題と

な るが才鱗 痛 8蘇静法の工素が必饗と思われた.また,

直腸癌 で は陛内加温周アブuケ-タの必要性が感じられ

た.

7) 加 温に対する interferonのlf:.I.;;;;造r仙幹
細 抱の保護
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温熱をこよる熟耐性機構と薬剤増感
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